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令和７年第４回伊是名村議会定例会は、１２月９日 ( 火 ) ～１０日 ( 水 ) までの２日間で開催された。
本定例会に提案された議案は９件です。一般質問には２名の議員が登壇し村政について質問した。
結果は次の通りです。

令和７年    第 4 回伊是名村議会定例会 結果一覧

議案番号 件　　　名 議案等の内容 審議結果

議案第56号
令和 7 年度伊是名村一般会計補正予算

（第 4 号）

歳入歳出それぞれ 31,012 千円を追加し、
予算の総額を歳入歳出それぞれ 3,992,931
千円とする

原案可決

議案第57号
令和７年度伊是名村国民健康保険特別
会計補正予算（第３号）

歳入歳出それぞれ 6,323 千円を追加し、予
算の総額を歳入歳出それぞれ 250,030 千
円とする

原案可決

議案第58号
令和７年度伊是名村港湾整備事業特別
会計補正予算（第３号）

歳入歳出それぞれ 931 千円を追加し、予算
の総額を歳入歳出それぞれ 21,890 千円と
する

原案可決

議案第59号
令和７年度伊是名村船舶運航事業特別
会計補正予算（第３号）

歳入歳出それぞれ 21,083 千円を追加し、
予算の総額を歳入歳出それぞれ 531,193
千円とする

原案可決

議案第60号
令和７年度伊是名村簡易水道事業会計
補正予算（第３号）

収 益 的 収 入 4,558 千 円 追 加 し、 合 計
157,020 千円、収益的支出 4,558 千円追
加し、合計 94,533 千円とする

原案可決

議案第61号
伊是名村職員の給与に関する条例の
一部を改正する条例

沖縄県人事委員会の給与勧告により、本村
の職員の給与を改定 原案可決

議案第62号
伊是名村会計年度任用職員の給与及び
費用弁償に関する条例の一部を改正す
る条例

一般職に属する常勤の職員との権衡を考慮
し、会計年度任用職員の給与を改定 原案可決

議案第63号
伊是名村観光物産センターの設置及び
管理に関する条例の一部を改正する
条例

伊是名村観光物産センターの共用部分に関
する電気料、水道料及び下水道使用料につ
いて、伊是名村観光物産センター運営審議
会答申を踏まえ見直しする必要があるため

原案可決

議案第64号
伊是名辺地に係る総合整備計画の変更
について

伊是名辺地総合整備計画において整備しよ
うとする公共的施設の事業名及び事業費の
額、辺地対策事業債の予定額変更の追加を
するため

原案可決

報告第3号
専決処分の報告について

（漁港機能保全工事 (R6-1)）

工事請負契約金額変更についての専決処分
元契約に対する変更増額：3,538,700 円
変更契約金額：91,318,700 円
相手方：株式会社 高宝建設

報告

同意第1号 教育委員会委員の任命について 髙良 静代　氏 同意

同意第2号
伊是名村固定資産評価審査委員会委員
の選任について

末吉　正己　氏 同意

同意第3号
伊是名村固定資産評価審査委員会委員
の選任について

東江 吉美　氏 同意

同意第4号
伊是名村固定資産評価審査委員会委員
の選任について

宮城　義秀　氏 同意
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議会の動き
20日（火）　  「令和8年漁期 モズク操業祈願」　

伊是名モズク荷捌き場
23日（金）　  令和8年「国・県出先機関の長及び関

係団体等と北部市町村との新年会」
北部会館（議長）

24日（土）　  伊是名村郷友会新春の集い　　　
マリエールオークパイン那覇

26日（月）　  第1回臨時会
 　　　　　  第46回伊是名村文化財防火訓練　

国指定重要文化財 銘苅家住宅
28日（水）　  町村議会広報研修会　　　　　　

自治会館（広報委員）

  令和8年2月

9日（月）　  竹富町行政視察（～2月11日(水)）
16日（月）　  第2回臨時会
19日（木）　  令和7年度北部市町村議会議員・

事務局職員研修会及びスポーツ・
レク大会　名護市

24日（火）　  沖縄県町村議会議長会 第55回定期総
会（議長・局長）

25日（水）　  沖縄県離島振興市町村議会議長会 
本会第17回定期総会及び研修会　
自治会館

26日（木）　  沖縄県町村議会議員・事務局職員
研修会　南風原町中央公民館

  令和７年12月

5日（金）　  議会運営委員会
9日（火）　  第４回定例会（～12月10日(水)）

13日（土）　  第31回 伊是名村生涯学習発表会　
伊是名村産業支援センター

17日（水）　  名護ファミリーコンサート　　　　
名護市民会館（議長）

令和8年1月

１日（木）　  令和8年伊是名村「二十歳の祝い」

9日（金）　  伊平屋村新春の集い　伊平屋村
　　　　　  令和8年消防団出初め式

14日（水）　  令和8年 新春伊是名村民の集い　　
伊是名村産業支援センター

令和８年第１回伊是名村議会臨時会は、１月２６日 ( 月 ) の１日間で開催された。
本臨時会で提案された議案は１件です。結果は次の通りです。

令和８年第２回伊是名村議会臨時会は、２月１６日 ( 月 ) の１日間で開催された。
本臨時会で提案された議案は１件です。結果は次の通りです。

令和８年    第 1回伊是名村議会臨時会 結果一覧

令和８年    第 2 回伊是名村議会臨時会 結果一覧

議案番号 件　　　名 議案等の内容 審議結果

議　案
第１号

令和 7 年度伊是名村一般会計補正予算
（第 5 号）

歳入歳出それぞれ 7,749 千円を追加し、予
算の総額を歳入歳出それぞれ 4,000,680
千円とする

原案可決

議案番号 件　　　名 議案等の内容 審議結果

議　 案
第 2 号

工事請負契約の変更について
（定住促進住宅 ( 伊是名地区 )1 号棟建
設工事）

工事請負契約金額の変更
元契約に対する変更増額：6,311,800 円
変更契約金額：88,968,000 円

（株）東江建設

原案可決
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Q1 

東
江 

清
和 

議
員

　
　

 

令
和
5
年
4
月
、
沖
縄
総

合
事
務
局
の
観
光
サ
イ
ト
（
通
称

オ
キ
ナ
ワ
ン
パ
ー
ル
ズ
）
に
お
い

て
写
真
が
無
断
使
用
さ
れ
、
北
海

道
の
プ
ロ
写
真
家
か
ら
国
と
伊
是

名
村
が
提
訴
さ
れ
ま
し
た
。
損
害

賠
償
と
し
て
約
１
３
９
万
円
が
請

求
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

A 

奥
間
　
守 

村
長

　
　

 

沖
縄
総
合
事
務
局
の
サ
イ

ト
開
設
に
あ
た
り
、
村
職
員
が
写

真
提
供
を
依
頼
さ
れ
た
際
、
適
切

な
写
真
が
な
く
、
ネ
ッ
ト
検
索
で

入
手
し
た
「
ア
ハ
ラ
御
嶽
」
の
写

真
を
著
作
権
者
の
許
可
な
く
提

供
・
掲
載
し
た
こ
と
に
起
因
し
ま

す
。
令
和
6
年
3
月
19
日
、
国
と

伊
是
名
村
が
著
作
権
法
違
反
容
疑

で
訴
え
ら
れ
、
書
類
送
検
さ
れ
ま

し
た
。
刑
事
手
続
き
と
し
て
は
伊

是
名
村
・
村
職
員
・
沖
縄
総
合
事

務
局
と
も
に
不
起
訴
処
分
、
沖
縄

総
合
事
務
局
職
員
が
罰
金
刑
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
国

家
賠
償
請
求
事
件
と
し
て
沖
縄
総

合
事
務
局
と
伊
是
名
村
は
連
帯
し

て
金
１
３
９
万
８
，
９
０
０
円
、

及
び
そ
れ
に
付
随
す
る
費
用
の
支

払
い
を
求
め
る
訴
状
が
11
月
7
日

に
届
き
ま
し
た
。
裁
判
に
つ
い
て

は
、
12
月
10
日
に
札
幌
地
方
裁
判

所
で
第
1
回
口
頭
弁
論
が
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。
現
在
は
顧
問
弁
護

士
に
代
理
人
を
依
頼
し
、
国
（
沖

縄
総
合
事
務
局
）
と
連
携
し
て
対

応
す
る
方
針
で
す
。

Q1
東
江 

清
和 

議
員

　
　

厚
意
で
提
供
さ
れ
た
は
ず

の
写
真
が
、
こ
う
し
た
事
態
に

な
っ
た
の
は
残
念
で
な
り
ま
せ

ん
。
当
時
、
新
聞
で
大
き
く
報
じ

ら
れ
た
際
、
島
外
の
関
係
者
か
ら

「
ど
う
な
っ
て
い
る
か
」
と
聞
か

れ
て
も
、
村
長
か
ら
の
報
告
が
全

く
な
い
の
で
詳
し
い
こ
と
は
何
も

言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
我
々
議
員

が
指
摘
す
る
前
に
、
村
長
自
ら
議

会
へ
報
告
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

A 

奥
間
　
守 

村
長

　
　

 

刑
事
事
件
と
し
て
捜
査
中

で
あ
っ
た
こ
と
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

へ
の
配
慮
か
ら
、
当
初
は
報
告
を

控
え
て
お
り
ま
し
た
。
不
起
訴
処

分
と
な
り
収
束
し
た
と
考
え
て
お

り
ま
し
た
が
、
民
事
提
訴
の
通
知

が
届
き
、
対
応
に
追
わ
れ
て
い
た

た
め
報
告
が
遅
れ
ま
し
た
。
本
来

で
あ
れ
ば
全
員
協
議
会
等
で
説
明

す
べ
き
案
件
で
あ
り
、
逐
一
報
告

で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
深
く
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
は
議
会

と
の
情
報
共
有
を
徹
底
い
た
し
ま

す
。

Q1
東
江 

清
和 

議
員

国
の
事
務
局
も
、
職
員
の

安
易
な
行
動
が
こ
れ
ほ
ど
の
著
作

権
問
題
に
な
る
と
は
驚
い
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
今
は
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
や
権
利
に
非
常
に
慎
重
な
世

の
中
で
す
。そ
こ
で
伺
い
ま
す
が
、

裁
判
所
で
の
口
頭
弁
論
に
は
村
も

立
ち
会
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

A 

諸
見 

美
奈
子 

総
務
部
長

　
　

 

今
回
、
口
頭
弁
論
の
方
は

12
月
10
日
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
内
容
等
々
に
つ
い
て

は
、
伊
是
名
村
の
顧
問
弁
護
士
の

方
に
代
理
人
と
し
て
依
頼
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
弁
護
士
の
方
が
対

応
し
て
い
く
予
定
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

Q1 

東
江 

清
和 

議
員

今
後
も
こ
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
報
告
の
方
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

Q2 

東
江 

清
和 

議
員

（1）
現
在
、
旧
伊
是
名
漁
港

で
行
わ
れ
て
い
る
埋
め
立
て
事
業

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
大
型
ダ
ン

プ
が
集
落
内
を
頻
繁
に
行
き
来

し
、
看
板
・
誘
導
員
の
配
置
等
、

住
民
へ
の
周
知
も
な
い
中
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
埋
め
立

て
現
場
は
土
砂
搬
入
後
に
海
側
が

絶
壁
と
な
っ
て
お
り
、
転
落
防
止

の
規
制
線
な
ど
も
な
く
非
常
に

危
険
で
す
。
安
全
管
理
や
周
知
に

関
し
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す

か
。A 

奥
間
　
守 

村
長

　
　

 

ご
指
摘
の
通
り
、
工
事
看

板
の
設
置
や
誘
導
員
の
配
置
、
現

場
の
安
全
対
策
が
事
業
ス
タ
ー
ト

時
か
ら
徹
底
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
は
深
く
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。
至
急
請
負
業
者
に

指
示
を
出
し
、
看
板
・
誘
導
員
の

配
置
、
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
に
よ
る
規

制
線
の
設
置
な
ど
、
安
全
対
策
を

講
じ
ま
し
た
。

Q2 

東
江 

清
和 

議
員

（2）
区
懇
談
会
で
も
疑
問
の

声
が
あ
り
ま
し
た
が
、
本
事
業
の

内
容
や
予
算
は
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。

A 

神
田 

宗
秀 

農
林
水
産
課
長　
　

 

本
事
業
は
伊
是
名
漁
港
海

岸
整
備
事
業
埋
め
立
て
と
し
て
、

約
２
，
５
０
０
万
円
ほ
ど
当
初
予

算
の
方
に
計
上
し
て
実
施
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

A 

奥
間
　
守 

村
長

当
初
、
村
単
費
で
や
る
予

定
で
し
た
が
、
県
の
方
の
浚
渫
土

砂
を
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
は
事
業
の
進
捗
管
理
と

安
全
対
策
を
徹
底
し
、
住
民
へ
の

周
知
と
理
解
を
得
な
が
ら
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

Q1 �沖縄総合事務局観光サイトでの
　　 写真盗用・提訴問題について

Q2 旧伊是名漁港の埋め立て事業について
　　　（1）看板・大型ダンプ誘導員の設置に関して
　　　（2）本事業の内容・予算について

東
あがり

江
え

　清
き よ

和
か ず

 議員
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一般質問ダイジェスト

Q
u
estio

n
&
A
n
sw
er

Q1
髙
良 

真
伊 

議
員

　
　

 

近
年
は
村
人
口
の
減
少
に

よ
り
、
民
泊
数
の
減
少
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
数
の
減
少
と
負
担
の
増

加
、
沿
道
応
援
の
減
少
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。
選
手
参
加
人
数
も
近
年

は
減
少
し
、
村
補
助
金
、
協
賛
金

を
充
て
大
会
運
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
大
会
を
継
続
し
て
い

く
の
か
伺
い
ま
す
。

A 

奥
間
　
守 

村
長

　
　

 
近
年
、
い
ぜ
な
88
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
大
会
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
参
加
選
手
の
減
少
、
選
手
受

入
施
設
の
減
少
、
人
口
減
少
に
伴

う
島
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
不
足
、

物
価
高
騰
に
伴
う
運
営
費
等
の
増

な
ど
、
様
々
な
課
題
が
あ
る
こ
と

を
承
知
し
て
い
ま
す
。
大
会
の
継

続
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
ご
意
見

を
聞
い
て
判
断
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
現
段
階
に
お
い

て
明
確
な
回
答
は
差
し
控
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

Q1
髙
良 

真
伊 

議
員

　
　

38
年
の
歴
史
、
選
手
間
の

交
流
、
村
民
と
の
交
流
、
民
宿
や

民
泊
、
飲
食
店
や
商
店
、
レ
ン
タ

カ
ー
や
船
舶
の
経
済
効
果
、
村
長

答
弁
で
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、

観
光
産
業
の
振
興
、
村
経
済
の
発

展
及
び
活
性
化
、
ま
た
村
内
清
掃

や
環
境
美
化
で
島
が
一
番
き
れ
い

な
時
期
で
あ
る
こ
と
、
こ
う
い
っ

た
こ
と
は
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
私
は
何
週
間
も
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
を
継
続
か
、
終
了
か

考
え
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
観
点
か
ら

今
後
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
は
終
了
に

向
か
う
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
実
行
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
を
見
ま
す
と
、
各
種
団
体

の
長
が
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

で
議
論
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま

す
。

　

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
に
代
わ
る
イ

ベ
ン
ト
の
提
案
で
す
が
、
伊
是
名

ビ
ー
チ
を
活
用
し
て
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
や
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
の
声
も

村
民
か
ら
あ
り
ま
す
。

A 

奥
間
　
守 

村
長

　
　

 

事
務
局
で
も
様
々
な
課
題

等
、
情
報
収
集
も
し
な
が
ら
、
代

わ
る
も
の
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、

方
向
性
は
実
行
委
員
会
で
決
定
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

Q1
髙
良 
真
伊 

議
員

私
は
議
会
ク
ラ
ブ
、
職
員

ク
ラ
ブ
、
有
志
あ
る
方
が
始
め
て

今
年
で
5
回
目
と
な
っ
た
臨
海
公

園
で
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
力

を
入
れ
て
み
て
は
と
考
え
ま
す
。

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
よ
り
低
予
算
、

人
員
の
確
保
、
見
学
者
数
の
増

加
、
長
期
間
の
催
し
も
の
に
な
る

と
考
え
ま
す
。
村
民
の
労
働
の
癒

し
、
高
校
受
験
の
癒
し
、
子
ど
も

た
ち
の
喜
び
に
な
る
も
の
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
あ
え
て
イ
ベ
ン
ト
を
し

な
い
と
い
う
提
案
も
さ
せ
て
頂
き

た
い
。
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
に
村
補

助
金
8
4
0
万
円
、
対
外
的
に

使
わ
れ
て
き
た
村
補
助
金
を
島
の

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
い
ま
こ
そ

充
て
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
私

が
こ
れ
ま
で
一
般
質
問
し
て
き
ま

し
た
、
0
歳
か
ら
3
歳
未
満
の

保
育
料
の
無
償
化
、
小
学
生
で
の

東
京
見
聞
、
中
学
生
で
の
ク
ラ
ス

全
員
パ
ス
ポ
ー
ト
を
作
り
海
外
研

修
、
こ
れ
ま
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
見

直
す
こ
と
に
よ
り
、
時
間
と
資
金

が
で
き
ま
す
。
可
能
だ
と
私
は
考

え
ま
す
。

Q2 

髙
良 

真
伊 

議
員

打
ち
上
げ
花
火
を
今
以
上

に
充
実
さ
せ
ら
れ
な
い
か
伺
い
ま

す
。A 

奥
間
　
守 

村
長

　
　

 

打
ち
上
げ
花
火
を
充
実
さ

せ
る
た
め
に
は
、
ま
つ
り
全
体
の

構
成
、
予
算
配
分
の
見
直
し
或
い

は
新
た
な
財
源
の
確
保
等
が
必
要

に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
幾
つ
か

課
題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

ら
課
題
を
実
行
委
員
会
で
協
議
し

て
、
方
向
性
を
示
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Q2 

髙
良 

真
伊 

議
員

打
ち
上
げ
花
火
に
か
け
た

費
用
の
額
を
教
え
て
下
さ
い
。

A 

末
吉
長
吉
商
工
観
光
課
長

人
件
費
、
花
火
の
打
ち
上

げ
師
の
渡
航
費
、
旅
費
、
車
の
輸

送
料
、
花
火
の
料
金
も
含
め
て

80
万
円
で
す
。

Q2 

髙
良 

真
伊 

議
員

80
万
円
で
あ
れ
だ
け
出
来

て
い
ま
す
の
で
、
予
算
を
追
加
し

て
打
ち
上
げ
た
ら
と
思
う
の
で
す

が
、
ま
た
村
民
か
ら
も
っ
と
打
ち

上
げ
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
あ
り

ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

A 

奥
間
　
守 

村
長

打
ち
上
げ
花
火
の
と
き
に

ち
ょ
っ
と
物
足
り
な
い
と
い
う
話

は
聞
い
て
は
お
り
ま
す
。
80
万
円

だ
と
、
も
っ
と
大
々
的
な
打
ち
上

げ
も
で
き
る
の
か
な
と
思
い
ま
す

が
、
詳
し
い
金
額
に
つ
い
て
は
も

う
一
度
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

髙
た か

良
ら

　真
さ な い

伊 議員

Q1 �いぜな 88トライアスロン大会に
ついて

Q2 �いぜな尚円王まつりについて
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竹富町行政視察令和７年度

総務常任委員長　　　髙良　真伊
経済建設常任委員長　前川　秀和

♦
竹
富
町
視
察
研
修

　

9
つ
の
離
島
有
人
島
か
ら
な
る

島
嶼
の
町
で
役
場
を
八
重
山
経
済

の
中
心
地
石
垣
市
に
置
く
、
特
有

な
行
政
形
態
と
な
っ
て
い
る
。
戦

後
1
9
5
0
年
頃
ま
で
は
約
9
、

9
0
0
人
。
以
降
は
急
速
に
減
少

し
、
現
在
約
4
、2
0
0
人
の
人

口
を
境
に
増
減
し
て
い
る
。
ち
な

み
に
、
人
口
規
模
は
、
伊
江
村
と

同
等
で
あ
っ
た
。

　

竹
富
町
に
お
け
る
第
１
次
産
業

は
農
業
が
主
と
し
て
行
わ
れ
て
お

り
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
農
家
総
数
が

2
0
5

戸
、

収

穫

面

積

4
6
8
h
a
、
2
7
、9
7
6
t
。

水
稲
は
2
期
作
が
可
能
で
、
作

付
面
積
は
92
h
a
、
生
産
量
は

2
6
5
t
。
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
栽

培
農
家
数
は
53
戸
、
収
穫
量
は

5
9
0
t
。
マ
ン
ゴ
ー
果
樹
の
生

産
農
家
は
10
戸
、
36
・
4
t
。
畜

産
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
が
肉
用

牛
で
1
4
5
戸
が
5
、7
8
2
頭

を
飼
育
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
黒

島
で
は
2
、8
0
0
頭
を
飼
育
し

て
い
る
。
漁
業
に
つ
い
て
は
各
島

で
島
内
消
費
を
主
体
に
行
わ
れ
て

お
り
、
漁
業
従
事
者
は
37
人
。
海

面
漁
業
の
漁
獲
量
は
43
t
。

　

そ
の
島
々
が
観
光
産
業
で
栄
え

て
い
る
竹
富
町
の
観
光
振
興
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み
、
議
会

に
お
け
る
電
子
機
器
利
用
、
訪
問

税
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
視
察
研

修
を
行
っ
た
。

⑴
観
光
振
興
に
つ
い
て

　

令
和
6
年
の
竹
富
町
入
域
観
光

客
数
統
計
で
は
約
81
万
2
千
人
で

あ
る
。
竹
富
島
は
人
口
3
2
5
名

の
島
に
年
間
38
万
人
の
来
訪
者
が

あ
る
。
西
表
島
で
は
観
光
案
内
人

条
例
を
設
け
て
、
ガ
イ
ド
免
許
制

度
で
免
許
を
受
け
た
ガ
イ
ド
し
か

世
界
自
然
遺
産
内
を
案
内
で
き
な

い
。
観
光
案
内
人
1
0
4
事
業
者

2
3
6
人
。
登
録
引
率
ガ
イ
ド
に

な
る
に
は
「
町
長
が
主
催
又
は
指

定
す
る
試
験
に
合
格
し
て
い
る
こ

と
」
を
掲
げ
て
い
る
。
竹
富
町
民

の
6
人
に
1
人
が
観
光
従
事
者
と

し
て
関
わ
っ
て
、
観
光
産
業
が
最

も
栄
え
て
い
る
。
来
訪
者
へ
適
切

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
の

費
用
と
し
て
、
年
間
約
4
・
8
億

円
が
一
般
財
源
か
ら
歳
出
さ
れ
て

い
る
。

⑵
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み

　

ふ
る
さ
と
納
税
中
間
業
者
の
変

更
、
配
送
シ
ス
テ
ム
の
確
立
、
返

礼
品
は
す
で
に
売
れ
て
い
る
商
品

を
登
録
す
る
な
ど
と
し
、
寄
附

実
績
は
令
和
6
年
度
寄
附
件
数

が
1
0
、7
4
8
件
、
寄
附
額
約

3
億
9
、6
0
0
万
円
で
毎
年
伸

び
て
い
る
。
自
然
環
境
の
保
全
に
関

す
る
事
業
へ
の
寄
附
が
多
い
。
増

額
の
要
因
は
町
長
直
々
に
よ
る
活

動
に
よ
り
納
税
依
頼
や
町
担
当
者

の
努
力
が
伺
え
る
。
ま
た
町
長
は

納
税
事
業
社
、
一
社
一
社
、
電
話

や
直
接
伺
う
な
ど
お
礼
す
る
こ
と

は
欠
か
せ
な
い
と
の
説
明
で
あ
っ

た
。

⑶
議
会
に
お
け
る
電
子
機
器
利
用

に
つ
い
て

　

九
つ
の
有
人
島
か
ら
選
出
さ
れ

た
議
員
が
町
議
会
開
催
の
都
度
毎

に
石
垣
島
へ
渡
り
議
会
が
開
催
さ

れ
る
こ
と
か
ら
町
内
全
体
の
情

報
伝
達
等
な
ど
苦
慮
し
て
き
た
。

2
0
2
4
年
3
月
か
ら
電
子
機

器
タ
ブ
レ
ッ
ト
運
用
が
開
始
さ
れ
、

議
会
運
営
や
議
会
活
動
の
効
率
化
、

資
料
の
作
成
や
膨
大
な
紙
の
印
刷
、

職
員
の
業
務
負
担
軽
減
へ
と
繋

が
っ
て
い
る
。
た
だ
、
設
備
や
機

器
購
入
に
は
数
千
万
円
の
予
算
が

必
要
で
、
今
後
本
村
も
導
入
す
る

場
合
は
目
的
と
運
用
設
計
を
先
に

固
め
、
執
行
部
と
の
検
討
委
員
会

を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ

た
。

⑷
訪
問
税
の
取
り
組
み

　

訪
問
税
は
早
け
れ
ば
令
和
9
年

1
月
か
ら
導
入
さ
れ
、
来
島
者
一

人
か
ら
千
円
を
徴
収
す
る
予
定
で

あ
る
。
竹
富
町
の
訪
問
税
は
法
定

外
普
通
税
で
税
収
の
使
途
は
特
定

の
目
的
に
限
定
さ
れ
な
い
。
観
光

施
策
や
離
島
の
ゴ
ミ
処
理
負
担
の

解
消
な
ど
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

に
活
用
す
る
計
画
で
あ
る
。
現
時

竹富島風景

波照間島

新城島

竹富町鳩間島

竹富島

由布島

小浜島

黒島

西表島

伊是名村議会だより 6



♪  心若々と　朝夕働きば
　　　　　　　　　　五六十になてん　廿才さだみ〜  ♪

議長のつつぶぶややきき 伊是名村議会議長の潮平です。村議会というと堅いイメージが
あると思いますが、楽しいエピソードやほんわかするお話もあ
るんですよ！ 議員の奮闘ぶりもお伝えできたらと思います。

はいたーい。村民の皆様ご機嫌いかがで
すか。
私たち島の基幹産業でありますサトウキ
ビの収穫、モズク操業等最盛期を迎え農家
や漁家の皆様大変お疲れ様です。家族揃っ
てキビかりに勢をだしていた昭和の時代と
違って、現在はハーベスターの導入により
機械化が進み、手刈りする人も以前より少
なくなりました。
はるー（畑）を回っていたら少人数での手
刈り作業を頑張っている方を見かけシャッ
ターチャンスと思い写真を撮りました。
海や畑で汗を流し、汗水節の音楽が流れ
ると 3時茶ーが楽しみでしたがその音楽も

今では流れず、懐かしく思い出されます。
キビかりは大変重労働ですが収穫時期頑
張ってくださいと心から声援を送るばかり
です。

点
で
想
定
し
て
い
る
税
収
は
少
な

く
と
も
約
8
億
円
を
見
込
ん
で
い

る
。
沖
縄
県
内
で
は
初
と
な
る
が

全
国
で
は
世
界
遺
産
・
厳
島
神
社

の
あ
る
宮
島
に
続
く
2
例
目
と
な

る
見
込
み
で
あ
る
。

 

【
総
括
】

　

竹
富
町
役
場
に
お
い
て
4
項
目

の
説
明
研
修
後
、
石
垣
港
か
ら
船

で
約
15
分
か
け
て
竹
富
島
に
渡
る
。

南
国
の
珊
瑚
石
垣
に
囲
ま
れ
赤
瓦

の
家
々
の
集
落
内
は
水
牛
車
が
の

ん
び
り
と
観
光
客
を
乗
せ
て
歩
く

風
景
。
若
い
観
光
客
は
自
転
車
や

徒
歩
で
の
ん
び
り
観
光
し
て
い
る
。

小
さ
な
島
は
観
光
客
で
あ
ふ
れ
て

い
た
。
行
き
来
の
船
も
満
席
、
臨

時
便
で
対
応
す
る
ほ
ど
の
賑
わ
い

で
あ
っ
た
。

　
「
竹
富
町
に
お
け
る
観
光
産
業
は

地
域
経
済
に
お
い
て
は
そ
の
中
軸

を
担
っ
て
お
り
、
地
域
の
活
性
化

を
促
す
交
流
産
業
と
し
て
町
の
産

業
を
主
導
し
て
い
る
。
持
続
可
能

な
観
光
地
で
あ
る
た
め
に
何
を
変

え
、
何
を
変
え
て
は
い
け
な
い
の

か
、
竹
富
町
の
観
光
の
あ
り
方
と

仕
組
み
に
つ
い
て
再
定
義
し
、
観

光
振
興
と
自
然
環
境
の
保
全
や
伝

統
文
化
の
継
承
、
産
業
間
の
連
携

を
強
化
し
、
観
光
振
興
に
よ
っ
て

町
内
へ
の
経
済
波
及
効
果
が
行
き

渡
る
こ
と
を
一
つ
の
柱
と
し
て
か

か
げ
て
い
る
。」
と
竹
富
町
長
は
述

べ
て
い
る
。

　

今
回
の
研
修
で
は
竹
富
町
の

島
々
の
状
況
、
取
り
組
み
な
ど
は
、

伊
是
名
島
の
観
光
状
況
と
は
桁
ち

が
い
の
入
域
観
光
数
と
自
然
環
境

の
大
き
な
違
い
で
は
あ
っ
た
。

　

何
を
変
え
、
何
を
変
え
て
は
い

け
な
い
の
か
、
自
然
を
損
な
う
こ

と
な
く
持
続
的
に
利
用
し
、
将
来

に
わ
た
っ
て
自
然
か
ら
の
恵
み
を

得
る
と
い
う
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
伊
是
名
島
な

ら
で
は
の
歴
史
や
自
然
を
活
か
し
、

観
光
や
そ
の
他
産
業
、
定
住
の
課

題
の
解
決
に
も
大
き
く
参
考
と
な

る
研
修
で
あ
っ
た
。

研修の様子
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ザ・学生Ⅱ
vol.41

キラリ★いぜなっ子　ザ・学生は、本村出身のがんばる学生を紹介
するコーナーです。今回のキラリ★いぜなっ子は沖縄県立那覇高等
学校に通うお二人です。

那
覇
高
等
学
校（
2
年
生
）

仲な
か
ん
だ
か
り

村
渠
　
智と

も

幸ゆ
き

さ
ん

（
諸
見
）

那
覇
高
等
学
校（
2
年
生
）

安あ

里さ
と

　
壱
亀き

さ
ん

（
伊
是
名
）

　

安
里
壱
亀
さ
ん
は
、
那

覇
高
等
学
校
に
通
う
2
年

生
で
す
。
大
学
進
学
率
の

高
さ
か
ら
普
通
科
の
高
校

を
選
択
し
ま
し
た
。
中
学

時
代
は
具
体
的
な
夢
が
定

ま
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
現
在
は
自
身
の
得
意

分
野
を
活
か
し
て
歴
史
や

社
会
の
教
師
に
な
り
、
子

ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え

る
と
い
う
明
確
な
目
標
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　

島
を
離
れ
て
の
生
活
は

寮
で
は
な
く
一
人
暮
ら
し

を
選
び
、
学
業
と
家
事
、

そ
し
て
部
活
動
の
両
立
に

励
ん
で
い
ま
す
。
最
初
は

ほ
ん
の
一
瞬
ホ
ー
ム
シ
ッ

ク
も
経
験
し
ま
し
た
が
、

多
く
の
友
人
が
で
き
、
学

校
生
活
を
満
喫
し
て
い
る

　

仲
村
渠
智
幸
さ
ん
は
、

将
来
の
選
択
肢
を
広
げ
る

た
め
に
、
生
徒
数
の
多
い

普
通
科
の
那
覇
高
校
を
選

択
し
ま
し
た
。
親
の
「
や

り
た
い
こ
と
を
さ
せ
て
く

れ
る
」
と
い
う
方
針
や
、

兄
か
ら
の
助
言
も
決
め
手

と
な
り
ま
し
た
。

　

寮
生
活
は
、
離
島
出
身

者
が
多
く
、
皆
似
た
境
遇

に
あ
る
た
め
人
間
関
係
の

苦
労
は
少
な
い
で
す
が
、

毎
月
の
生
活
費
を
計
画
的

に
使
う
難
し
さ
を
感
じ
て

い
ま
す
。

　

入
学
当
初
は
一
人
で
全

て
を
こ
な
す
不
安
か
ら
腹

痛
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
周
囲

の
優
し
さ
に
助
け
ら
れ
、

1
ヶ
月
ほ
ど
で
学
校
生
活

と
の
こ
と
で
す
。

　

高
校
か
ら
入
部
し
た
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
部
で
は
、
初

心
者
と
し
て
練
習
の
厳
し

さ
に
直
面
し
な
が
ら
も
、

仲
間
と
共
に
活
動
を
続
け

る
中
で
団
結
力
と
粘
り
強

さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。
学

校
行
事
で
は
、
皆
で
達
成

感
を
味
わ
っ
た
体
育
祭
で

の
手
の
ダ
ン
ス
や
、
文
化

祭
で
合
唱
を
披
露
し
た
際

リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
を
取
れ
た

こ
と
、
都
会
の
空
気
に
衝

撃
を
受
け
た
東
京
へ
の

修
学
旅
行
が
特
に
印
象
に

残
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

将
来
は
島
に
戻
る
こ

と
も
視
野
に
入
れ
て
お

り
、
教
師
や
公
務
員
と
し

て
お
世
話
に
な
っ
た
島
の

人
々
へ
恩
返
し
を
す
る
こ

と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
故

郷
の
後
輩
た
ち
に
向
け
て

は
、「
ま
ず
は
勇
気
を
出

し
て
友
達
を
作
る
こ
と
。

先
輩
達
も
言
っ
て
い
ま
し

た
が
、
友
達
が
い
れ
ば
勉

強
も
部
活
動
も
乗
り
越
え

て
い
け
る
」
と
エ
ー
ル
を

送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

に
馴
染
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
周
囲
の
学

習
意
欲
の
高
さ
に
刺
激
を

受
け
、
自
身
の
勉
強
習
慣

も
整
っ
て
き
た
と
語
っ
て

い
ま
す
。

　

部
活
動
は
2
年
生
か
ら

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
始
め
ま

し
た
。
初
心
者
と
し
て

の
遅
れ
を
「
反
骨
精
神
」

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
、

日
々
の
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。
学
校
行
事
で
は
、

中
学
時
代
と
は
規
模
が
異

な
る
大
掛
か
り
な
文
化
祭

で
、
ク
ラ
ス
で
の
協
力
や

達
成
感
を
味
わ
っ
た
こ
と

が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。

　

将
来
は
大
学
進
学
を
経

て
、
伊
是
名
島
の
村
お
こ

し
や
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

し
た
い
と
い
う
夢
を
持
っ

て
い
ま
す
。
後
輩
た
ち
に

向
け
て
「
新
し
い
こ
と
に

挑
戦
す
る
こ
と
を
怖
が
ら

ず
、
自
分
の
目
標
や
や
り

た
い
こ
と
を
胸
に
頑
張
れ

ば
な
ん
と
か
な
る
」
と
力

強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　▶議会だよりは村民が手に取り読みやすい紙面作りが求められる。「キラリ
いぜなっ子」ザ・学生シリーズは他の議会だよりにはなく好評である。今後さ
らに村民が参加するシリーズなどに取り組み、見やすい議会だよりにしたい。

　▶農繁期も終盤となり、今期もかなりのキビ豊作と伺っている。またモズク操業においても豊作
が予想され、村農水産業の所得向上が期待される。
　村民の皆様、くれぐれもご自愛下さい。� 広報常任委員　伊礼 正徳

編集後記

い
っ

伊是名村議会だより 8


